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はじめに

　神奈川震災100年プロジェクトの一環で、過去

に神奈川県を襲った大規模災害に対し、博物館は

どう向き合ったのかを振り返る機会が持たれまし

た。東日本大震災における新江ノ島水族館の対応

等を当時の資料を見ながら一つの教訓として振り

返ります。

　2011年に発生した東日本大震災は津波の恐ろ

しさを再認識させる地震でした。

　復興庁の資料を元に東日本大震災の概要（表1）

を、消防庁と気象庁の資料からの抜粋で神奈川県

ならびに藤沢市の被害状況（表2）をまとめまし

た。神奈川県では震度5強から3、藤沢市は震度4で

した。筆者は地震発生後、藤沢市を流れる境川の

河口近くを見られる場所に避難していて、何度か

川が逆流する様子を確認しました。藤沢市に問い

合わせましたが、市としては正確な記録は残って

いないとのことでした。気象庁の資料を見たとこ

ろ、表2のような津波の記録が残っていました。場

所によって到達時間や波の高さもかなり差がある

ことが分かります。横浜では最大波が155 ㎝、横

須賀では136 ㎝となっています。

関東大震災100年博物館の災害教訓

─その時、神奈川県では？─

報告③　東日本大震災と水族館の対応　～新江ノ島水族館の例～

新江ノ島水族館　崎山　直夫

新江ノ島水族館の状況（表3）

　当日の館内状況をまとめました。先にあった通

り、藤沢市は震度4でした。発生時のお客様の数で

すが、正確な数字は実は残っていません。当日の

総入場者数は2,401名でした。その後の入場記録

から案分して地震発生時の観客数は450名程度で

あったのではと考えています。発生時の職員の数

は112名でした。地震に伴い、表3のような事象が

発生しました。周期が長く、揺れている時間も長

かったため、あらゆる水槽の水面が波打って水槽

上から水がこぼれ出ました。施設としては、人的被

害、停電、火災、断水などはありませんでしたが、

水槽からあふれた水の影響でいくつかの機器に不

具合が発生しました。また、床にこぼれた水が、

既存のクラックから階下へ漏水することもありま

した。その他、10ヶ所ほどの壁面や床で新たなク

ラックが発生しました。周辺の状況として、小田

急線、江ノ島電鉄、湘南モノレール、その先のJR

東海道線のすべてが不通となりました。タクシー

はまったく捕まえることができませんでした。江

の島から藤沢駅方面に向けての国道467号線では

大渋滞が発生していました。

表2　東日本大震災（神奈川県・藤沢市の状況）

表1　東日本大震災（概要）
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当日の対応をまとめました（表4）。

〇お客様への対応

　地震発生時　その場での安全確保を呼びかけま

した。その後の経過、対応は表4の通りです。15:13

に閉館を決定しました。お客様にはお帰りいただ

きましたが、帰宅することは困難だったと思われ

ます。

〇スタッフへの対応

　津波の到達と前後して近隣の湘南白百合小学校

へ避難しました。21：30以降、帰宅できそうな

スタッフは、社有車や近隣在住のスタッフの車を

使って自宅までピストン輸送、あるいは徒歩で帰

宅しました。

　津波の可能性、公共交通機関の不通などを考慮

すると、お客様への対応、スタッフへの指示は正

しい対応であったかは疑問の残るところです。

温度にシビアな生き物がいる水槽は保温も必要で

す。停電終了時には復旧作業を行います。停電準

備・復旧作業でそれぞれ40分以上の時間がかかり

ました。

　3/14以降：実際に計画停電が行われたため休館

しました。水槽の循環や照明が止まり、館内は真っ

暗になりました。計画停電は1日2回ということも

あり、最終的に合計8日間の休館を余儀なくされま

した。当時は極端な高温・低温になる季節ではな

かったので、そういった意味では少しは助かりま

した。小田急線などの公共交通機関は間引き運転

が行われ、計画停電実施の際には運休となりまし

た。施設管理担当の話では、停電中に動かす自家

発電機の燃料の入手にもっとも苦労したとのこと

でした。

表3　東日本大震災（新江ノ島水族館の状況）

表4　東日本大震災（新江ノ島水族館　当日の対応）

表6　反省点（スタッフの声）

翌日以降の動き（表5）

　3/12：業者により施設、水槽、設備に致命的な

被害がないことを確認しました。しかし、大津波警

報が解除されていないこともあり休館しました。

　水族館はほぼすべての機械が電気で動いていま

す。停電に際しては、特に大型ポンプなどは事前

に停止させ、バルブを閉める作業が必要になりま

す。また、循環が止まりますので、酸欠にならな

いよう、各水槽内で曝気を確実に行う必要があり

ます。それらの作業を全水槽で行います。また、

　震災後、スタッフから寄せられた震災当日の反

省点（表6）は、危機管理マニュアルや防災体制に

生かされています。

表5　東日本大震災（新江ノ島水族館　翌日以降の対応）

復興支援の取り組み（表7）

　水族館、動物園での有事における特徴的な対応

として、動物の避難があげられます。アクアマリ

ンふくしまでは津波の浸水を受け、電気系統と水

槽循環システムが壊滅し、生物の飼育が極めて困
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館が預かっていたゴマフアザラシのユキナは、9月

9日に福島に戻りました。

　その他、募金箱を設置、グッズ販売（図2）、ワー

クショップの売り上げなどから義援金を集めて日

本赤十字社を通じて被災地に送りました。被災地

を応援する企画展示等も行いました。

震災後の新たな取組み（表8）

　同年7月16日に「きずな/kizuna」と名付けた新

しいイルカ・アシカのショー（図3）、オリジナル

のクラゲショー「海月の宇宙（そら）」（図4）の2

つのプログラムをスタートさせました。

　「海月の宇宙（そら）」は、節電対策の一環とし

て、館内照明類のLＥＤ化を進めたことに端を発

し、光と音、ナレーションで構成した内容となっ

ています。震災前、展示照明はおおむねメタルハ

ライドランプを使っていて、その点灯には時間が

かかっていましたが、LED照明は瞬時の点灯・消

灯が可能なため、ショー仕立てにすることができ

ました。

　震災から3年後、当館が10周年となる2014年に

は、「ウミガメの浜辺」（図5）がオープンしまし

た。1階と2階をウッドデッキで繋ぎました。これ

に併せて、屋上階に津波一時避難場所を新設し、

当館は「津波避難ビル」に指定されました。津波

避難ビルは、避難対象地域の外への避難が困難な

場合に、一時的、または緊急に避難するための建

物で、藤沢市と建物所有者等との間で協定を締結

しています。津波一時避難場所である当館の屋上

階は海抜15 mで、約1,188名が収容可能となって

います。また、市の協力施設として、有事には海

に面した壁面に赤と白の格子模様の津波フラッグ

（図6）を掲出することにもなっています。

図1　ゴマフアザラシ「ユキナ」緊急避難

図2　グッズ販売

表8　東日本大震災後の新たな取組み

表7　復興支援の取り組み

難な状況となっていました。これを受け、当館に

避難したゴマフアザラシ（図1）の他、カワウソ、

エトピリカ、生き残った魚類などを他園館に避難

させました。かなりのスピード感を持って対応が

進められました。アクアマリンふくしまは、復旧

作業を進めて、7月15日に再オープンしました。当
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夏季電気の使用制限（表9）

　東日本大震災の影響により、電力供給力が大幅

に減少し大きな需給ギャップが生じました。2011

年夏に向けて再び需給ギャップが悪化する見込み

の中、計画停電は「やらないことを原則」とし、

需要家に対して一律マイナス15％の電力削減と

いう対策が実施されることになりました。当館は

当時、電気使用量が多く、第二種エネルギー管理

指定工場等の指定区分に入っていました。

　当館では、土日祝を除く7月1日〜9月9日の午前

9時〜午後8時までの間、前年2010年夏の使用最大

電力量（基準電力）の85％以内に抑える必要があ

りました。様々な電力削減の対策を講じ、結果と

してマイナス19％の削減ができました。温調室外

機への散水、各トイレのハンドドライヤーの停止、

パブリック・バックヤード照明の間引き、ならび

に照明のＬＥＤ化や逆洗作業の実施時間帯変更と

いった対策が電力削減に有効でした。節電対策は

その後の運営にも生かされました。

図3　きずな/Kizuna

図4　海月の宇宙

図5　ウミガメの浜辺

図6　津波フラッグ

表9　夏季電気の使用制限に関して

防災対策について

　当館の防災対策について紹介します。防災対策

を整える上で、当館を取り巻く状況について見て

いきます。まずは当館周辺のハザードマップにつ

いてです。

ハザードマップ

　当館では藤沢市が作成しているハザードマップ

を微調整し、情報を加えて配布しています。2011

年当時のものが図7です。水族館周辺は海抜6 mあ

ります。津波は海岸や境川に沿って到達してくる

とされ、境川の西側に、比較的海抜の低い地域が

あり、水没することが予想されていました。震災

後のハザードマップ（図8）では、今後予想され

る地震の震度予想や津波予想について見直しがさ

れ、浸水域の範囲がかなり変わったため、避難に

関する考え方も変わりました。現在では、当館自
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身が津波避難ビルとなり、津波一時避難場所とし

て屋上に上がることを推奨しています。しかし、

最終的な判断はお客様自身に委ねることとしてい

ます。

受変電設備（6,600 V）は1階、半屋外にありま

す。大型水槽の濾過槽やポンプ、上水の貯水槽な

ど、水族館の心臓部と言える機械室が地下にあり

ます。電気が止まった際の非常用発電機は、使い

方にもよりますが、重油満タンでも1〜2日しかも

ちません。そもそも停電が長く続くことは想定さ

れていません。

　海抜は、1階が 6 m、2階が11 m、屋上階が15 m

となっています。津波予想は、最大11.8 mとなっ

ているので、想定内であれば、屋上階に上がれば

その場はどうにかやり過ごせそうです。

図8　ハザードマップ（東日本大震災以降版）

図7　ハザードマップ（2011年版）

図9　新江ノ島水族館の建物と周囲の環境

新江ノ島水族館の建物と周囲の環境（図9）

　まずは「目の前が海である」ということです。

津波が来ると直撃を受けます。建築概要として、

地上2階、地下1階の建物です。全長が海岸沿いに

253 m、奥行き42 mという細長い施設で、鉄筋コ

ンクリート造となっています。

避難に際しての人数（図10）

　スタッフ数は、常勤（150名）、非常勤（250名）

あわせて、トータルで400名程度です。実際の出勤

者数は、曜日や繁忙期・閑散期かなどによります

が、100〜200名程度です。東日本大震災の時は、

3月の平日で112名の出勤者数でした。

　お客様の滞留数は、最大で2,800名程度になり

ます。これは消防に届けている収容人数です。土日

祝等の繁忙期に地震が発生した場合、これに近い

人数を誘導する可能性があります。また、人が集

中するイルカショースタジアムの収容人数は、最

大1,500名。これは立ち見を含めての実測数です。

これだけの人数がイルカショースタジアムに集中

しているということになります。ショー前後に地

震が発生した場合、階段状の狭い場所で大人数が

いることになるので、誘導に注意が必要です。

　2022年に発生したソウル梨泰院雑踏事故を鑑

みると、津波による危険性の前に、まずは混雑に

よる転倒事故、群衆雪崩を防止することが必須で

す。
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防災計画における組織図（図11）

　有事には、全体責任者を中心に「防災対策本部」

が立ち上がります。館内を建物ごとにエントラン

ス棟、海洋棟、なぎさの体験学習館、イルカショー

スタジアムの4つに分けて、常勤スタッフで役割を

決めています。案内をするスタッフ、情報を収集

するスタッフ、館内放送をするスタッフ、津波が

来ていないかを確認する役割などもあります。

および津波避難訓練［図15〜17］）の法定防災訓

練を実施しています。それとは別に年1回、藤沢市

との津波避難訓練を実施しています。津波フラッ

グの掲出も練習します。

　防災訓練は、閉館後に出勤者全員が参加し、お

客様役とスタッフ役に分かれて実施します。日中

の何時頃に発生など、毎回設定を変えて実施して

います。全体訓練の後で、設備の確認や放水訓練

なども実施しています。訓練の前後にはミーティ

ングを持ち、内容の精査・反省を行い、進化させ

ています。

図11　災害時の組織図

図12　火災訓練（初期消火）

図13　火災訓練（ガレリアで反省会）

図14　火災訓練（消防から講話）

図10　避難に際しての人数

避難経路

　各チームが持ち場や役割を持っていて、お客様

の誘導などを行います。火災発生の場合は、基本

的に火元から離れる方向に避難誘導します。地震

のフローでは、大きな地震の場合、揺れが収まっ

たらすぐに2階へ避難し、必要に応じて屋上を案内

することになります。自治体・消防等と積極的に

コミュニケーションを図り、当館の状況に応じた、

より良いものに進化させています。

防災訓練

　館として年3回（火災訓練［図12〜14］×2回、
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防災に対する意識

・日々勤務に就くときは、自分の役割を確認する

こと。

・災害発生時は、迅速かつ確実な初期対応・避難

行動を行えるように心掛ける。

・各棟施設内の把握。

・火災・地震津波に対する知識の向上。

・訓練・講習会への積極的な参加（適時、新人講

習・復習のための講習を実施）。

当たり前のことが書かれていますが、それを知っ

ているか、練習しているかが大きいと考えていま

す。実際に被災された水族館の方も、訓練でやっ

ていたことはできた、訓練は大切だと話されてい

ました。

おわりに

　自然災害はいつ起こるかわかりません。今、こ

の瞬間に起きてもおかしくありません。2024年に

入ってすぐに能登半島地震が、8月には日向灘地震

が発生し、初めて「南海トラフ地震臨時情報（巨

大地震注意）」が発表されました。

　まずは、自園館の特徴や特性をよく把握・検討

し、避難計画などを整えることです。当館では、津

波の襲来がもっとも大きな課題となります。避難

に際してはスタッフの担当エリアを明確にし、わ

かりやすく現実的な内容が良いと考えられます。

有事には、その日の「出勤者のみ」で判断し、そ

の事態に立ち向かわなければなりません。その計

画を定期的な避難訓練で練習し、さらに進化させ

ておくことです。避難誘導するスタッフ自身が自

ら考える機会は重要と思います。また、情報収集

に注力する人も必要で、お客様になるべく正確な

情報発信をすることも求められます。このように

実践的な避難計画の策定と、繰り返しの訓練が今

すぐにできる最大の対応策であろうと考えていま

す。

　私が職に就いてから、1995年の阪神淡路大震

災、2005年の福岡県西方沖地震、2011年の東日

本大震災、そして2024年の能登半島地震など、と

ても大きな災害が発生しています。これらの地震

では、主に当時の神戸市立須磨海浜水族園、海の

中道海洋生態科学館、ふくしま海洋科学館、のと

じま水族館が大きな揺れや津波の直撃を受けまし

た。幸い死者は出なかったようですが、まずはな

によりも人的被害を最小限に抑える対策が求めら

れます。

図15　津波避難訓練（2階への避難）

図16　津波避難訓練（屋上への避難）

図17　津波避難訓練（屋上で反省会）


